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1. はじめに 

がん治療において、PET(positron emission tomography)

画像は放射性同位体（RI）を目印とした医薬品の散布状態

から非侵襲的にがん細胞の集積を視覚的に表し、臨床で広

く活用されている。本稿では、PET 画像の治療効果判定に

よる診断支援を実現するために、PET 画像のテクスチャ分

析により悪性腫瘍の形態及び経時変化の評価法を提案し、

シミュレーション及び臨床データを用いて検証する。 

2. テクスチャ分析 

粗さ、滑らかさ、周期性、乱雑さをもつ物体表面の質感を

表す概念であるテクスチャは、物体を識別する上で豊富な

情報をもつ。テクスチャ分析とは、このテクスチャを画像のグ

レースケール強度と空間パターンの関係から数値化し、分

類や判別に利用する画像解析である[1]。 

3. 提案評価法 

PET 画像の関心領域(ROI: region of interest)中の強度値

から以下の各項目を指標として算出し、PET 画像の評価を

行う。 

3.1 情報エントロピー及び平均値による腫瘍の偏り 

腫瘍は様々な組成で成り立ち、ROI 中に強度が大きい部

分と小さい部分が存在する。その偏りを知ることにより腫瘍

の組成がわかると仮定し、PET 画像の強度から腫瘍の偏り

を(1)式の Shannonの情報エントロピー及び強度値の平均値

を用いて表す。 
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ここで 𝑎𝑖(i=1～n):発生する事象 X、𝑃(𝑎𝑖):個々の事象の発

生確率 である。 

3.2 KL情報量による腫瘍構成サンプルとの類似度 

(2)式の KL 情報量(Kullback-Libler divergence)は確率分

布𝑃を基準とした際の確率分布𝑄との統計的距離であり、２

つの確立分布𝑃,𝑄の類似度を表す。この KL 情報量を用い

て、評価対象の腫瘍構成に対する数種の腫瘍構成サンプ

ルの類似度を表す。 
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3.3 強度積分値による腫瘍縮小率 

腫瘍の組成や偏りが変化せずに経時変化した場合、強

度値の積分値が小さいほど腫瘍が小さくなったことを表す。

これを ROI 中の強度積分値を用いて腫瘍縮小率とし求める。 

3.4 腫瘍の個数 

腫瘍の特徴(転移状況やがん細胞の散らばりなど)を ROI

中の腫瘍の個数により示す。 

4. 検証結果 

4.1 シミュレーション 

腫瘍を球体と仮定して、図１に示すような様々な特徴をも

つ腫瘍モデルに対し各指標の検証を行った。 

 

図１． シミュレーションに用いた腫瘍モデルとその分類 

4.2 臨床データ 

 マウスを用いた臨床データに対し同様に検証を行った。 

5. まとめ  

本稿では腫瘍を球体と仮定して検証した。不定形状の腫

瘍に対しても評価できるよう改良する予定である。 
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